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インドシナ地域における拠点・支援
大学の教育実態調査と相互交流

共同獣医学部 音井威重

インドシナ地域における拠点・支援大学の教育実態調査と相互交流

国際化推進事業

➀ラオス・カンボジア地域における国内外での獣医師育成の実態と教育体制を調査。
➁拠点大学での教育シンポジウム開催と学生・教員との交流。
➂プラットホーム参加大学の教育技術リソースの収集と実態調査

➀ラオス地域における国内外での獣医師育成の実態と教育体制の詳細な調査
（特にラオス国立大学での獣医学教育）。
➁拠点大学（ハノイ農業大学）担当者を交えた今後の計画策定。

平成２１年度

➀ハノイ農業大学での協力体制の確認
➁畜産研究所との動物資源調査

平成２2年度

平成２3年度

➀ハノイ農業大学での学生交流
➁ミ二豚の遺伝子保存に係る共同研究

平成２４年度

拠点大学等の教員養成としてベトナムとの共同研究（希少品種である在来豚
の遺伝資源の保存）による予算獲得（SATREPS)に向けた事前調査

平成２５年度

インドシナ地域における拠点・支援大学の教育実態調査と相互交流

平成２１年度

➀ラオス・カンボジア地域における国内外での獣医師育成の実態と教育体制を調査。
➁拠点大学での教育シンポジウム開催と学生・教員との交流。
➂プラットホーム参加大学の教育技術リソースの収集と実態調査
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ラオス地域における国内外での獣医師育成の実態と教育体制の詳細な調査
（特にラオス国立大学での獣医学教育）。

平成２２年度

FACULTY OF AGRICULTURE (FOA)
NATIONAL UNIVERSITY OF LAOS 

インドシナ地域における拠点・支援大学の教育実態調査と相互交流

➀ハノイ農業大学での協力体制の確認

➁畜産研究所との動物資源調査（SATREPS獲得への取り組み開始）

ベトナムは、世界的に豚の飼養頭数が多く、世界の5本の指に入る。２千7百万頭
6品種（I, Mong Cai, Muong Khuong, Soc, Meo and Co）の在来種が現存する。

平成２3年～２４年度

インドシナ地域における拠点・支援大学の教育実態調査と相互交流

➀ハノイ農業大学での学生交流（獣医学部6年生と）

獣医学科5年
高岡 亜沙子
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平成２５年度

拠点大学等の教員養成としてベトナムとの共同研究（希少品種である在来豚
の遺伝資源の保存）による予算獲得（SATREPS)に向けた事前調査

ベトナム在来ブタ資源の遺伝子バンクの設立と
多様性維持が可能な持続的生産システムの構築

農業農村開発省畜産研究所 (NIAS)
科学技術アカデミー生物工学研究所
ハノイ農業大学

(独)農業生物資源研究所
山口大学共同獣医学部
(独)農研機構畜産草地研究所
(独)農研機構動物衛生研究所
伊藤忠飼料

2014/02/24

研究組織・課題

１．凍結バンクシステムの確立
２．輸出を可能とする感染症対策
３．人材育成

農業生物資源研究
所

畜産研究所

（NIAS）
遺伝子バンク構築

内在性レトロウイル
ス浸潤調査

系統保存技術

再生技術の確立

山口大学 草地畜産研究所生物工学研究所

感染症対策と生産

システムの確立

動物衛生研究所 伊藤忠飼料
（株）

ハノイ農業大学 畜産研究所

ベトナムへの貢献 ベトナム・日本双方への貢献

在来種である希少
ミニブタ品種が絶滅

目標/要望

研究組織

１．分娩間隔の2カ月短縮
２．衛生・飼育指導による育成率向上
３．地域在来豚のブランド化を目指した
生産システムの改良

事業による成果

小規模農家への貢献

内在性レトロウイルス未・低感染豚を発掘・保存

企業による社会実装化

育種・輸出

１）生物多様性を維持するための在来豚の遺伝子バンク構築
２）レトロウイルスフリー豚の発掘、系統保存および再生
３）地域ブランド化を目指した豚生産システムの確立

在来豚の品種維持

経済発展に伴う、外国品種の導入
および後継者不足

事業による成果
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